
まちのわだい
　

12
月
20
日
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

片か
た
や
ま
し
ん
ご

山
晋
呉
さ
ん
（
筑
西
市
名
誉
市
民
・

筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
）
が
、
母
校
の

下
館
南
中
学
校
を
訪
れ
、
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
、
10
月
の
日
本
オ
ー

プ
ン
で
ツ
ア
ー
通
算
25
勝
を
達
成
し
、

史
上
７
人
目
の
永
久
シ
ー
ド
権
を
獲

得
。
ま
た
、
5
度
目
の
賞
金
王
に
も

輝
く
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
「
早
く
将
来
の
目
標
を

持
っ
て
欲
し
い
。
誰
よ
り
も
早
く
、

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
夢
を
確
実
に
実
現
し
て
き

た
大
先
輩
の
言
葉
に
、
後
輩
た
ち
は
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

片
山
晋
呉
さ
ん
が

下
館
南
中
で
講
演 片山さんから、『自分の目標』を書き綴った、

貴重なノートが下館南中に寄贈されました。
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北
関
東
自
動
車
道
の
桜
川
筑
西
IC

〜
真
岡
IC
間
14
・
９
㌔
の
開
通
を
祝
う

イ
ベ
ン
ト
が
12
月
13
日
、
両
県
に
ま
た

が
る
大
政
山
ト
ン
ネ
ル
の
茨
城
県
側
を

メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で

は
、
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
か
ら
二
宮
町
（
栃
木
県
）
の
小
貝
川

橋
ま
で
の
往
復
９
㌔
に
約
1
万
人
が
参

加
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
県
境
で
の
記
念

撮
影
な
ど
高
速
道
路
上
の
散
策
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
メ
イ
ン
会
場
に
は
常

陸
秋
そ
ば
や
宇
都
宮
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
両

県
名
物
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

（
中な
か
じ
ま島

和か
ず
こ子

会
長
）
は
12
月
11
日
、
エ

コ
活
動
を
テ
ー
マ
に
ア
ル
テ
リ
オ
で

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
約
2
0
0
人
が
参
加

し
、
島し
ま
だ田
敏さ

と
るさ
ん
（
海
老
ヶ
島
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
指
導
員
）
が
講
師
を

務
め
、
み
ん
な
で
で
き
る
エ
コ
活
動
や

家
庭
で
で
き
る
エ
コ
生
活
な
ど
を
実

例
を
交
え
て
解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
昨
年
の
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
期
に
環
境
問
題

に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
ス
ー

パ
ー
６
か
所
で
の
レ
ジ
袋
の
抑
制
や

霞
ヶ
浦
湖
上
で
の
水
質
検
査
な
ど
を

実
施
。
今
後
も
積
極
的
に
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

結
城
市
出
身
の
詩
人
・
新し
ん
か
わ川

和か
ず
え江

さ
ん
が
12
月
19
日
、
河
間
小
学
校
（
臼

井
章
校
長
）を
訪
れ
、体
育
館
に
集
ま
っ

た
児
童
ら
約
2
0
0
人
に
詩
の
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
川
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
作
文
と

詩
の
違
い
や
、
詩
を
書
く
に
は
世
の
中

を
知
っ
て
い
る
大
人
よ
り
も
想
像
力

が
あ
る
小
学
生
が
書
い
た
詩
の
ほ
う

が
良
い
な
ど
を
話
し
、
児
童
た
ち
か
ら

も｢

詩
を
作
る
コ
ツ
は｣｢

こ
れ
ま
で

ど
の
く
ら
い
詩
を
作
っ
て
い
る
か｣

な

ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が
で
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
演
の
お
礼
と
し
て
５・６

年
生
に
よ
る
合
唱｢

ご
ん
ぎ
つ
ね｣

が

披
露
さ
れ
、
新
川
さ
ん
か
ら
も
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

茨
城
・
栃
木
間
の

開
通
を
祝
う

取
り
組
ん
で
い
ま

す
環
境
問
題

詩
で
豊
か
な
心
と

感
性
を
育
む



今を輝く！女性団体を紹介します女と男すてきにハーモニー

市では協働のまちづくりを進めていくために、次の６
つの施策を柱として具体的な事業を実施していきます。

進めよう！協働のまちづくり進めよう！協働のまちづくり
連載④　どのように協働を進めていくの？

美術館職員によるまちづくり出前講座　しもだて美術館の
見所をわかりやすく説明します。出前講座のメニューは
87 項目。申し込みは、随時受け付けています。

＊問い合わせ　企画課・市民協働推進グループ （内線 490） 

意識の改革
職員研修の充実やシンポジウム等の開催な
どを通じて、意識の改革に取り組みます。

情報の公開と共有
課題意識や目的を共有するため、出前講
座などによって情報の共有を図ります。

人材の育成
人材はまさしく「人財」です。人と人の繋
がりを重視し、協働の広がりを確保します。

市民活動の支援
まちづくりファンド事業などを通じ、市民
の主体的なまちづくり活動を支援します。

協働を支える
制度の整備

市民の意見を活かすしくみなど、協働の
取り組みを支える制度を整備します。

市民活動の連携
協働に関する情報のデータベース化な
ど、市民同士の連携を促進します。

■これらの施策は、全てを一度に実施するものではあり
ませんが、本市の市民協働の成熟度に合わせ、できるこ
とから着実に実践し、改善を図っていきます。

地元の特産物を生かした料理を次代を担う子供達へ伝
え、安心して食べられる農産物を作っている地域の農
業を学んでいただきました。
＊問い合わせ　男女共同参画課 ☎２０−１６００

　私たち下館女性部は、旧下館８地区からなり、女性
の相互の親睦を深め、互いに助け合いながら、種々の
活動に励んでいます。年間を通し主な活動は、企画旅
行、パークゴルフ大会、ビーチボールバレー、文化活
動発表会、観劇、農業まつりなど数々の行事とともに
市内のスーパーへの農産物の直売を行い、安全・安心
の食を提供するため、新鮮な農産物の生産販売に努力
しています。
　また、昨年 12 月には市内の小学生と保護者約 200
人を対象に「元気もりもりフェスタ 2008」を実施し
ました。地域に昔から受け継がれている郷土料理や

部長　根本 富貴栄さん（川澄）

今回は農産物の普及に尽力している

JA 北つくば下館女性部 です。

だるま市で農産物を販売するＪＡ北つくば下館女性部のみなさん
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図書館へ行こう今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

◆
鬼
の
子
な
の
に
、
泣
き
虫
の
オ
ニ
タ
ン
。

キ
キ
に
大
福
を
食
べ
ら
れ
て「
あ
ー
ん
、あ
ー

ん
。」
泣
き
虫
を
治
す
た
め
、
人
間
の
国
で

ま
め
を
ぶ
つ
け
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
立
派
な
鬼
に
な
れ
る
の
か
な
？

◆
肥
前
小
城
藩
の
重
臣
が
殺
さ
れ
婿
が
逐

電
し
た
。
夫
は
京
都
へ
逃
げ
、
こ
れ
ぞ
自
身

の
歌
と
い
う
和
歌
を
探
す
。
一
方
妻
は
水
戸

藩
に
預
け
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
先
代
藩
主
光

圀
に
よ
る
家
老
誅
殺
事
件
が
起
こ
る
。

◆
今
春
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度
。
裁
判
員

は
有
権
者
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
も
し

選
ば
れ
た
ら
辞
退
は
可
能
か
、
民
事
・
刑
事

の
ど
ち
ら
か
と
い
う
基
本
の
ほ
か
、
制
度
実

現
ま
で
の
過
程
や
外
国
の
事
例
等
を
説
明
。

◆
「
ラ
ー
メ
ン
一
丁
、
と
び
き
り
う
ま
い
や

つ
を
」
評
判
の
店
に
来
た
お
客
は
、
一
口
食

べ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の

客
、
毎
日
来
て
は
少
し
だ
け
食
べ
て
帰
る
の

で
す
。
あ
る
日
店
主
は
お
客
を
お
い
か
け
…

◆
そ
の
土
地
土
地
の
移
ろ
い
ゆ
く
季
節
に

従
い
な
が
ら
、根
を
下
ろ
す
植
物
、咲
く
花
、

歌
い
鳴
く
虫
や
鳥
た
ち
…
。
私
た
ち
の
周
り

で
生
き
て
い
る
小
さ
な
命
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
二
十
四
節
気
に
沿
っ
て
紹
介
。

◆
「
標
準
タ
イ
プ
」
の
味
噌
を
設
定
し
、
そ

れ
を
指
標
に
全
国
の
個
性
あ
る
味
噌
の
仕

込
み
法
を
詳
述
。
基
礎
知
識
か
ら
、
味
噌
を

使
っ
た
お
す
す
め
料
理
ま
で
、
味
噌
づ
く
り

の
知
識
と
技
術
、そ
し
て
精
神
を
解
説
す
る
。

明 野 図 書 館

【ひさかたチャイルド】

【文藝春秋】 【中央公論新社】 【ひさかたチャイルド】

【アノニマ・スタジオ】 【農山漁村文化協会】

なきむしおにの
オニタン

いのちなりけり
これ一冊で裁判員
制度がわかる

ふしぎなおきゃく

にほんの
いきもの暦

誰でもできる
手づくり味噌作：上野　与志

絵：藤本　四郎

著：葉室　麟
著：読売新聞社会部裁判

員制度取材班
作：肥田　美代子
絵：岡本　颯子

著：日本生態系協会 著：永田　十蔵

図書館イベント情報
中央図書館℡ 24-3530　明野図書館℡ 52-2466

★赤ちゃん向け読み聞かせ

▶日時＝２／ 12（木）午後１時～３
時　▶場所＝中央図書館　おはなし
コーナー　▶内容＝ブックスタート・
スタッフのみなさんが赤ちゃん向け絵
本の読み聞かせをします。
★明野図書館　おはなし会

▶日時＝２／８（日）、15（日）午後
2 時から　▶場所＝明野図書館　児童
室　▶内容＝２／８・・・『わらっちゃっ
た』『ゆき』、２／ 15･･･『さかさまさ
かさま』『きたかぜのくれたテーブル

かけ』
★ブックスタートボランティア募集！

　中央図書館では、下館保健センター
で行われるブックスタートのボラン
ティアを募集しています。『ブックス
タート』とは、絵本を介して赤ちゃん
と保護者が、あたたかく楽しいひとと
きを持つきっかけをつくる活動です。
３・４か月児健診時に、読み聞かせを
しながら絵本などが入ったパックを手
渡します。
▶対象＝平日（月・水・木）午後１時
～３時半頃の活動に支障のない方で、
月１～２回。１８歳以上の人で、男女
は問いません。

もちろん、全てのブックスタート実施
日に参加できなくても結構です。
▶募集期間＝常時募集しています。
▶申込方法＝来館し申込用紙に必要事
項を記入してください。　
▶問い合わせ＝中央図書館まで 
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花
で
あ
ふ
れ
る
地
域
を
め
ざ
し
配
布
し
て
い
ま
す

　

G
＆
L
は
（Global and Local

）
の
略
称
で
、

関
城
町
当
時
の
町
民
大
学
講
座
第
二
期
生
の
講
座
終

了
後
、
有
志
に
よ
り
、
社
会
に
貢
献
し
同
じ
目
的
を

持
っ
て
生
き
が
い
と
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
平
成

8
年
4
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

G
＆
L
（
中
川
芳
郎
会
長
）
は
20
人
の
会
員
と
、

縁
が
あ
っ
て
交
流
を
始
め
た
関
城
中
学
校
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
部
（
篠
崎
美
津
子
先
生
）
の
生
徒
、
地
元
で

活
躍
し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
『
コ
ー
ル
・
レ

ス
ポ
ワ
ー
ル
』
の
人
た
ち
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
花
苗
の
育
成
と
配
布
で
す
。

そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
関
舘
の
箱
守
和
夫

さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
通
称
・
ハ
コ
モ
リ
ハ
ウ

ス
）
で
す
。
種
ま
き
、
移
植
、
配
布
の
作
業
が
行
わ
れ
、

多
い
と
き
に
は
1
万
５
千
鉢
に
も
及
び
ま
す
。
中
で

も
移
植
の
時
が
一
番
大
変
で
、
そ
の
時
は
中
学
生
た

ち
も
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
中
学
を
卒
業

し
て
か
ら
も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
生
徒
も
い
ま
す
。

作
業
を
す
る
明
る
い
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で
、
草

花
を
育
て
る
と
い
う
単
純
な
事
で
す
が
、
人
々
の
心

を
自
然
と
素
直
に
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
会
の
長
続
き
の
秘
訣
は
何
か
と
探
っ
て
み
る

と
、
作
業
は
無
理
を
せ
ず
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
ず
、
楽

し
み
な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

中
川
会
長
の
人
柄
に
よ
る
も
の
な
の
か･･･

。

　

ま
た
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
最
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
が
、
作
業
終
了
後
の
食
事
会
で
す
。
筑
波
山

を
見
な
が
ら
、
畑
か
ら
収
穫
し
た
野
菜
や
果
物
で
作

る
サ
ラ
ダ
や
炭
火
で
こ
ん
が
り
焼
か
れ
た
サ
ン
マ
の

味
は
ま
た
格
別
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
内
容
は
大
幅
に
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
苗
の
数
も
５
千

鉢
く
ら
い
で
、
小
・
中
学
校
の
配
布
の
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
広
範
囲
に
提
供
で
き
な
く
な
り
残

念
で
す
が
、「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
仲
間
と
の
交
流

は
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
良
い

策
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
中
川
会
長
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
『
鬼
怒
川
を
き
れ

い
に
す
る
会
』
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
河
川
敷
に
植

え
る
花
苗
を
育
成
し
、
定
植
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
10
月
に
種
ま
き
し
た
パ
ン

ジ
ー
の
苗
が
成
長
中
で
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
協
力

を
惜
し
ま
な
い
コ
ー
ル
・
レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
の
20
周
年

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
15
日
に
あ
る
の
で
、
そ
の
時

に
配
布
す
る
花
苗
も
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
外
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
の
中
は
春

の
様
な
暖
か
さ
で
し
た
。

　

小
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
公
共
施
設
や
地
区
内
の
育
成
会
や
長
寿
会
の
花
壇

に
、
花
の
苗
を
約
10
年
近
く
も
提
供
し
続
け
て
い
る
『
G
＆
L
（
ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ル
）』

の
活
動
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

G
＆
L
と
は

楽
し
み
な
が
ら
活
動

▲草花の移植作業終了後、一段落するG＆ Lのみなさん

初
はつざわ

澤 とし子さん（木戸）

★花を愛する心のよ
うに、人を愛する心
が大きな輪に広がれ
ばいいなぁと思いま
す。
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NC東日本コンクリート工業株式会社
日本コンクリート工業グループ

NC東日本コンクリート工業株式会社川島工場は、
筑西の地で生まれて60年

〒308-0856 茨城県筑西市伊佐山 218-3　0296（28）1211

快適な都市空間づくり
に貢献します。

《擬木柱》 食とスポーツで
健康を育てよう
日本ハム株式会社茨城工場

筑西市みどり町2-1-1 ☎ 0296-24-1111

従業員随時募集中

グ
ロ
ー
バ
ル  

ア
ン
ド  
ロ
ー
カ
ル




